
少 年 審 判 手 続 の 特 徴 及 び そ の 流 れ

◎ 少 年 審 判 手 続 の 特 徴

少年法の目的 ～ 少年の健全な育成を期し，非行のある少年に対して性格の矯正
及び環境の調整に関する保護処分を行う・・・ことを目的とする。

（少年法１条）

→ 職権主義的審問構造をとっている。

→ 非行事実とともに，要保護性も審理する。

◎ 少 年 事 件 の 手 続 の 流 れ
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